
日時 令和６年５月２７日（月）１３：３０～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１ 災害用授乳カップ・コンパクトベッド寄附受納式について

２ 白石市・海老名市姉妹都市提携３０周年記念事業について

３

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

白　石　市

定　例　記　者　会　見　資　料

ネーミングライツパートナー募集について



令和６年５月定例記者会見資料 

 

災害用授乳カップ・コンパクトベッド寄附受納式 

 

担当：総務部危機管理課 

 

○ 寄附受納の経緯 

 白石市と株式会社官民連携事業研究所とは、令和 4年 9月 27 日に「公民連携促進に関する協定」を締

結しており、今般「連携・協力事項」である「官民連携実施企業の紹介」により、ピジョン株式会社をご

紹介いただき、乳幼児向け防災対策の品をご寄贈いただくものです。 

ピジョン株式会社では、「赤ちゃんの防災」に関する社会への定着化に向けた取り組みとして「あかち

ゃんとそなえの輪 推進プロジェクト」を展開しており、この理念に賛同する自治体や企業と協働し、水

や電気が使用できない災害時でも使用可能な乳幼児向け防災用品の開発、乳幼児向けの防災備蓄の重要

性や必要性について普及啓発活動を行うなど、赤ちゃんにやさしいまちづくりに貢献されています。 

 本市もピジョン株式会社が取り組む同プロジェクトに賛同しており、本市の子育てハンドブックの製

作等にご支援をいただいているところでありますが、この度、災害時に乳幼児の命を守るための防災対策

として、災害用授乳カップ及びコンパクトベッドを寄贈いただく運びとなりました。 

 

 

○ 寄附受納式 

 寄贈者  ピジョン株式会社 （代表取締役社長 北澤 憲政） 

       出席者 ベビーケア事業本部 マーケティング部 商品戦略グループ 

 田島 誠也（たじま せいや） 様 

紹介者    株式会社官民連携事業研究所 官民連携コンサルタント 

               菊池  郁（きくち かおる） 様 

 

 寄贈内容 ①災害用授乳カップ ４００個 

②抗菌・抗ウイルス機能付きコンパクトベッド １１１個 

  

受納者  白石市長 山田裕一 
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白石市とピジョン株式会社（株式会社官民連携事業研究所）との 

「災害用授乳カップ・コンパクトベッド寄附受納式」 

 
  
                               日 時：令和６年５月２７日（月曜日） 

                       １３時３０分～ 

                               会 場：防災センター２階 会議室 

 

次   第 

１ 開 会 

２ 出席者紹介 

～寄附受納経緯の説明～ 

３ 寄附物品贈呈 

４ 寄附受納書贈呈 

５ 記念撮影 

６ 挨 拶 

    白 石 市 長 山 田 裕 一 

 

      ピジョン株式会社 

ベビーケア事業本部 マーケティング部 商品戦略グループ 

 田島 誠也（たじま せいや）様 

 

株式会社官民連携事業研究所 官民連携コンサルタント 

菊池 郁（きくち かおる）様 
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出席者（敬称略） 

白石市 

役   職 氏  名 

市長 山田
や ま だ

 裕一
ゆういち

 

副市長 菊地
き く ち

 正昭
まさあき

 

総務部長 佐藤
さ と う

 純哉
じゅんや

 

 

ピジョン株式会社（オンラインにより） 

役   職 氏  名 

 
ベビーケア事業本部 マーケティング部 
 商品戦略グループ 
 

田島
た じ ま

 誠也
せ い や

 

株式会社官民連携事業研究所 

役   職 氏  名 

官民連携コンサルタント 菊池
き く ち

 郁
かおる

 

 

※白石市 担当課控え 

  総務部危機管理課長    片田 勝彦（進行） 

  総務部危機管理課長補佐  松島 利宏 

  教育委員会教育部こども未来課長 山田 せつ子 

  保健福祉部子育て支援課長 大野 ちか 

  総務部企画政策課長補佐  佐藤 弘子 
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令和６年５月 定例記者会見資料 

 

 

白石市・海老名市姉妹都市提携３０周年記念事業 

 

担当：市民経済部まちづくり推進課 

 

姉妹都市である神奈川県海老名市とは平成３年に互いに交流を深めるため友好都

市の提携を行いました。その後、より友好と理解を深め合い共に発展することを願い、

平成６年１０月に姉妹都市を提携し、本年１０月で３０周年になります。これを記念

して白石市姉妹友好都市交流協会では、海老名市で開催される記念式典へ市民団を派

遣する事業を実施します。 

また、本年１１月に開催予定の「第４４回白石市農業祭来白者歓迎会」に合わせて、

本市でも記念式典を開催いたします。 

 

 

○事業概要 

【白石市民団海老名の旅 （市制施行７０周年記念事業）】 

１ 日  程 ９月１５日（日）～１６日（祝） 

２ 募集人数 ６０人 

３ 旅行代金 一人あたり４８,０００円、自己負担２５,０００円 

（差額は白石市姉妹友好都市交流協会が負担） 

４ 内  容 記念式典参加、海老名市内、神奈川県内観光など 
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令和６年 5 月定例記者会見資料 

白石市公共施設 

ネーミングライツパートナー募集 

 

担当：総務部財政課 

 

本市では、「第六次白石市総合計画」のもと、「ひとづくり」「地域力の向上」「新し

い価値の創造」を基本的視点としたまちづくりを推進するため、市民や様々な関係機

関との連携を図りながら、各種施策の取り組みを進めているところです。 

このたび、市民・法人等の事業者・行政を結び付け、継続的なパートナーシップ（官

民連携）の構築を図ることができる仕組みとして、公共施設への愛称を命名する権利

を取得する「ネーミングライツパートナー」を募集します。 

 

〇目的 

公共施設に愛称を付けることを通して市有財産を有効活用し、施設の魅力向上に努

めるとともに、官民連携による地域活性化及び市民サービスの向上を図ることを目的

とします。 

 

〇募集期間 令和 6 年 5 月 28 日（火）から令和 6 年 7 月 12 日（金）まで 

 

〇契約期間 原則３年以上５年以内 

 

〇対象施設 

ホワイトキューブなど６施設７権利（別紙対象施設を参照ください。） 

※ホワイトキューブは「コンサートホール」と「アリーナ」を分割して募集します。 

 

〇応募資格 法人・団体・個人 

※ただし、国税を滞納している方（企業）、消費者金融やたばこ、パチン

コ、風俗などの業種、破産の申立て、民事再生法による再生手続きをし

ている企業などはご応募できません。 

 

〇愛称の条件 

親しみやすさや呼びやすさなど、市民などの理解が得られる愛称とします。 
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令和６年 5 月定例記者会見資料 

〇対象施設及び最低命名権料（１年あたり） 

施設名称 施設の所在 

年間 

最低命名権料 

（税抜き） 

愛称の条件 
施設 

所管課 

白石市文化体育活

動センター「ホワ

イトキューブ」 

コンサートホール 

白石市鷹巣東２

丁目１番１号 
1,000,000 円 

愛称に必ず「ホワイト

キューブ」の表記を入

れること。 

まちづくり 

推進課 白石市文化体育活

動センター「ホワ

イトキューブ」 

アリーナ 

白石市鷹巣東２

丁目１番１号 
1,000,000 円 

みやぎ蔵王白石ス

キー場 

白石市福岡八宮

字不忘山無番地 
1,000,000 円 

愛称に必ず「白石」の表

記を入れること。 

ただし、表記方法（漢

字・かな・英字など）は

協議事項。 

商工観光課 

益岡公園野球場 白石市益岡町 500,000 円 
愛称に必ず「益岡公園」

の表記を入れること。 

都市創造課 

益岡公園テニスコ

ート 
白石市益岡町 300,000 円 

白石川緑地公園 
白石市字中河原

地内 
300,000 円 

愛称に必ず「白石」の表

記を入れること。 

ただし、表記方法（漢

字・かな・英字など）は

協議事項。 

白石川サッカー公

園 

白石市郡山字西

堀３３番３地先 
300,000 円 

※命名権料は対象施設の維持管理や運営に役立てます。 

 

〇今後のスケジュール 

令和６年 ５月 募集開始（5/28～） 

令和６年 ７月 募集〆切（7/12）/庁内審査委員会による審査 

令和６年 ８月 優先交渉権者の決定 

   ～ ９月 契約内容の協議・契約締結 

        愛称看板等の制作・ホームページ等表示変更準備 

 令和 6 年１０月以降 ネーミングライツスタート 

 

6



7



8



9



10


